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「第４次豊中市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）改定」進行管理 

－ 温室効果ガス排出量の削減状況 － 

 

「第４次豊中市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）改定」では、令和 9 年度（2027

年度）における温室効果ガス排出量を平成 25 年度（2013 年度）比で 42％削減することを

目標としています。 

令和 6年度（2024年度）における温室効果ガス排出量は、令和 5年度（2023年度）と比

較して減少しており、平成 25 年度（2013 年度）比の削減率が-36.7％となったことから、

目標達成の目安線（-33.3％）を下回っています。 

これは、令和 6 年度より、豊中市伊丹市クリーンランドのごみ焼却により発電された電

力について、電力使用量の多い小中義務教育学校を含む 57施設への供給を開始したことが

大きな要因です。電力の排出係数※1がゼロである豊中市伊丹市クリーンランドの電力を活

用することで、温室効果ガス排出量の削減に大きく貢献しています。 

 

■温室効果ガス排出量に係る削減目標の目安線と実績値の推移 

 

 

 
 

※1 電力会社が電力を作り出す際に、どれだけの CO2 を排出したかを示す数値で、

1kWhの電力を発電する際に排出される CO2排出量のこと。 

電気の使用に係る温室効果ガス（二酸化炭素）排出量＝電気使用量×排出係数 
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■排出要因ごとの温室効果ガス（CO2、CH4、N2O、HFC）排出量の推移 

 

 

 

電気の使用による温室効果ガス排出量は大

幅に減少していますが、ガス・その他燃料・公

用車・下水処理による温室効果ガス排出量に大

幅な増減はございません。 

 

 

 

■エネルギー種別ごとの使用量の推移 

 

 

 

また、エネルギー種別ごとの使用量を

比較すると、上の表と右のグラフのとお

り、電気使用量は減少しています。要因と

しては、施設の改修工事や施設の利用状

況の変化が挙げられます。  

      

      
      

      

     

     

     

     

      

      
      

      

 

      

      

      

      

      

      

        

     

        

     

        

     

        

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
     

   

     

  

  

      

      
      

      

   
         

            

                     

       

      

      

      

 

   

     

     

     

     

     

     

     

      

        

     

        

     

        

     

        

                        



3 

 

■総括 

令和 6年度（2024年度）は、電気使用量の減少に加え、電力の排出係数がゼロである豊

中市伊丹市クリーンランドの電力をさまざまな施設で活用できたことにより、温室効果ガ

ス排出量が減少し、削減目標を達成することができました。 

これらを踏まえ、今後も、環境に配慮した排出係数の低い電力を選択していくことが求め

られます。 

令和 7年度（2025年度）においても引き続き、豊中市伊丹市クリーンランドにて発電さ

れた電力を公共施設に供給しており、今後は、利用施設の拡大や適切な施設の選定を進める

など、より効果的な活用を推進してまいります。 


